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Z    =
Z。     =
Z3    =
C    =
{0,±1,=2,■3,…}            (整数全体)













































かが成 り立つとき,～を ス上の関係 という,
















































































・ 整域4の元 包に対して,%z′=1となる %′∈/1が存在するとき,%を可逆元(また
は正則元)という。



























2。1 項順序       で
複素数体上の多項式環Ch,"¨"』の多項式∫(χl,…っχれ)は
氏L_→=Σ Ql_12・1・π2あ…″ル 幌11..∈Q































定義 2,17上の全順序 ≦で,次の条件をみたすものを項順序 (term Order)という.






補題 2。2 ιl,ι2,t3,t4∈rがιl≦ι2,ι3≦ι4をみたせば ιl ι3≦t2ι4が成 り立つ.特












































































































































ιl≦ι2,ι3≦ι4 =→ιl ι3≦ι2ι3,t2ι3≦ι2ι4 =→ιl ι3≦ι2ι4
が得られる。特に,ιlメι2,またはι3メι4のときは ιl ι3≠ι2ι4となるので,
ιl ι3くι2ι4が成り立つ.                      |
定義 2,3 ZOれの全順序 ≦で次の条件をみたすものを Zoπ′上の項順序という。








補題 2.4≦が るπ上の項順序′α,b∈Z。れのとき,α≦α+bが成 り立つ .
【証明】 定義2.3の条件 (2)より,0≦bが成 り立つ。これに条件 (1)を用い




補題 2.5 ZOれの項順序 ≦について次が成 り立つ.
【証明】 仮定より,πlll…・″πtη がπl'1…・″πブ・ を割り切るので jん≦」んが成







p.11で述べた, TからZOnへの全単射により,モノイデアル ら に対応するT=
a″1,…"″れ)の部分集合を■ とすると,定義2.6の条件は次のようになる。























b+C=S十(α tt C) (α+C∈Zoれ)









































































と表 され る。これ よ り M6nO(%)⊆MOnO(り)が成 り立 つ の で ,
MOnO(S)=MOnO(αl,…"αι)=∪MOnO(Q)⊆∪ MOnO(bづ)⊆MOn。(S)











































































































































(1)A4笙既 (j=1,…っι-1),かつ A4く馬 となるt(≦r)が存在するとき∫メg
と定める。











∫=ΣE Aグ十νtt ΣE γ″











と  、 ん―
.乃/=―詔揚Re弧の十A,IIM″
を比べればよい。∫―ΣM′>Mχ′の先頭単項式はMであり,ん―ΣM′>iィA′































































θ'1         9'2        g,3               θ
i`
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定理 3.15θをイデアル ∬のグレブナー基底とする。このとき,次の同値が成 り立つ .






































gん∈Fが存在 して,LT(θん)I LT(ん)となる。このとき,LT(クた)ILT(gl)が成 り
立ち,Gは極小グレブナー基底であるか ら gた=ク1となる.従って






























































ιl=″14χ2″32, ι2=χ12″23″3 →  [ιl,ι21=″14″23を32
定義 4・1(S多項式)0でない∫,g∈CIπl,…っ″れ]に対して














ノ=ΣEれク・:  LM(れ3)≦LM(∫) (れ働≠0のとき)
二==1













































∫=ΣEれ9,   LM(んじ仇)≦LM(∫)(れ仇≠0のとさ)




∫=ΣEんじクを,   LM(ん
`gこ

























































































(2)任意の 鶴,υ∈σ,S(z,υ)≠0,に対して,次をみたす多項式 れ (1≦づ≦m)が存
























































































`            
ι-1
Σ LMo・レ=Σ既・Sし,9+1)














れ      ι      れ
∫=Σんo夕j=Σんづ仇+Σれ働
じ=1       を=1      う=ι+1




二=1                          `=ι+1
ι             ι         m
=ΣEれ LM●助 動+ΣELM●D3+ΣEれ多




















I       LT((んJ―LR/1(れ))働)くt
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である。また,Ⅳ■朽じ≠0であつても,













(2)任意の 鶴,7∈θ に対して,S(Z,υ)=ゴ0が成 り立つ .
【証明】 まず(1)を仮定する.任意のし,υ∈θに対して,SC,υ)∈Iである




をみたす多項式 ん1,…っんれが存在する.これより,定理4.7の条件 (2)が成 り立























































LT(r′)∈(れ1,んじ2'・…'れs)={αlんol+…・+αsLs l αl,・ ,αs C CI″1,・ ,"れl}
となる.従つて,LT(/)が単項式であることに注意すれば,ある単項式Aごとあ
る番号 jι が存在して












































































'    S(ク1,ク4)=νgl―ι″ク4=ι2ν_ι″2+t″+"ν―ν
→  _ι″2+ι″+2ι+″ν-2ν
92




























.            g5(t,■,ν)=″2+ν2_1
(8)S(gl,g5)の正規化を計算する。
S(ク1,ク5)="ク1-ι2g5=ι2″Tι?ν2+ι2+″2_″























注意 :Jに含まれる多項式で,変数 ιを含まないものは ″2+ν2_1の倍数であることが知
られている.
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